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『奈留美加多』―古
いにしえ

のデザインに学ぶ
藤 田 千 紘

国立国会図書館の蔵書から

　

身
の
回
り
の
器
物
や
衣
服
、建
築
に
至
る
ま
で
、

人
は
古
く
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
も
の
に
模
様（
文
様
）

を
施
し
て
き
た
。
花
鳥
・
人
物
・
自
然
現
象
・
架

空
の
生
き
物
の
姿
を
抽
象
化
し
た
か
た
ち
、
幾
何

学
的
な
パ
タ
ー
ン
か
ら
成
る
か
た
ち
な
ど
、
模
様

の
か
た
ち
は
実
に
多
種
多
様
で
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

に
富
ん
で
い
る
。
そ
れ
ら
は
目
を
楽
し
ま
せ
て
く

れ
る
だ
け
で
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
に
意
味
や
願
い
が

込
め
ら
れ
た
も
の
で
も
あ
る
。

　

今
回
ご
紹
介
す
る
『
奈な

る

み

か

た

留
美
加
多
』
は
、
日

本
の
古
い
模
様
を
集
め
た
図
案
集
（
模
様
集
）

で
あ
る
。
著
者
の
小お

だ
ぎ
り

田
切
春し
ゅ
ん
こ
う
江
（
１
８
１
０

‐
１
８
８
８
）
は
尾
張
藩
の
藩
士
で
、
森も

り

高こ
う
が雅

（
玉ぎ

ょ
く
せ
ん僊）
に
絵
画
を
学
び
、『
尾
張
名
所
図
会
』
の

挿
絵
を
手
掛
け
た
こ
と
な
ど
で
知
ら
れ
る
。
家
督

を
子
に
譲
っ
た
後
、
明
治
13（
１
８
８
０
）年
に
名

古
屋
博
物
館
付
属
員
と
な
り
、
工
芸
・
意
匠
方
面

の
指
導
的
立
場
に
立
っ
た
。
翌
年
に
は
奈
良
東
大

寺
の
宝
物
を
実
見
し
、
そ
の
う
ち
文
様
の
珍
し
い

も
の
を
選
ん
で
模
写
し
持
ち
帰
る
機
会
を
得
た
。

　

本
書
の
緒
言
に
よ
れ
ば
、
春
江
は
そ
の
経
験
を

き
っ
か
け
に
古
の
風
習
に
心
惹
か
れ
、
古
い
調
度

品
の
蒔
絵
や
染
織
品
な
ど
で
目
に
触
れ
た
も
の
を

写
し
た
り
、
先
人
の
写
し
伝
え
た
も
の
を
模
写
し

た
り
し
て
、
数
多
く
の
古
模
様
を
収
集
す
る
に

至
っ
た
。
そ
れ
ら
の
活
用
を
意
図
し
て
、
出
所
が

明
ら
か
な
も
の
を
縮
写
し
て
ま
と
め
た
と
こ
ろ
、

今 月 の 一 冊

奈留美加多
小田切春江 著述　吉川半七、林平次郎（発売）
1903.12　5冊 ; 25cm＜請求記号 W166-H5＞

1巻より。鶴は言うまでもなく吉祥文様の代表格である。
本図では、瑞雲（めでたいことの前兆として現れる雲）と
鶴を組み合わせた雲鶴文を集めている。
http://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/1899476/14

http://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/1899476/14
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版
元
の
片
野
東
四
郎
か
ら
刊
行
を
打
診
さ
れ
て
こ

れ
に
応
じ
た
と
い
う
。
初
版（

１
）全
五
巻
が
刊
行
さ
れ

た
明
治
16（
１
８
８
３
）年
当
時
、
春
江
は
す
で
に
73

歳
。
老
齢
な
が
ら
、
短
期
間
で
大
量
の
模
様
を
写

し
集
め
た
エ
ネ
ル
ギ
ッ
シ
ュ
な
仕
事
ぶ
り
が
う
か

が
え
る
。
緒
言
で
は
、
明
治
15（
１
８
８
２
）年
に
東

京
で
開
催
さ
れ
た
第
一
回
内
国
絵
画
共
進
会
に
出

展
さ
れ
た
古
画
な
ど
の
模
様
を
、
子
の
春

し
ゅ
ん
り
ょ
う
陵
に
写

し
て
き
て
も
ら
っ
た
こ
と
も
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

　

タ
イ
ト
ル
の
「
な
る
み
か
た
」
に
は
巻
に
よ
っ

て
異
な
る
漢
字
が
あ
て
ら
れ
て
お
り
、
四
巻
で
は

「
鳴
海
賀
太
」
と
な
っ
て
い
る
。「
鳴
海
」
は
尾
張

国
に
位
置
し
た
東
海
道
の
宿
場
で
、
鳴
海
絞
り
と

呼
ば
れ
る
絞
り
染
め
が
盛
ん
で
あ
っ
た
。
さ
ま
ざ

ま
な
模
様
（「
か
た
」）
が
見
ら
れ
る
鳴
海
絞
り
に

関
連
づ
け
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
模
様
を
集
め
た
も
の

と
い
う
意
味
合
い
で
名
付
け
ら
れ
た
、
と
の
説
も

あ
る
よ
う
だ
。

　

明
治
期
に
は
ジ
ャ
ポ
ニ
ス
ム
の
影
響
も
あ
っ
て

染
織
品
や
工
芸
品
の
海
外
輸
出
が
盛
ん
に
な
っ
た

こ
と
か
ら
、
そ
れ
ら
の
デ
ザ
イ
ン
の
質
を
高
め
る

こ
と
が
急
務
と
さ
れ
、
政
府
に
よ
る
図
案
指
導
の

一
環
と
し
て
図
案
集
が
配
布
さ
れ
た
他
、
民
間
で

も
多
く
の
図
案
集
が
刊
行
さ
れ
た
。
こ
の
時
期
に

は
古
模
様
の
集
成
が
盛
ん
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
ら

の
中
で
、『
奈
留
美
加
多
』
の
特
徴
は
以
下
の
点

に
あ
る
。

1巻より。波打つ曲線から成る文様は「立涌（たてわく、たちわき）」
と呼ばれ、水蒸気が立ち昇るさまを表すともいわれる。さまざ
まな文様（本図では波）と組み合わせられるが、特に雲を配し
た雲立涌は有職文様（公家階級の装束などに用いられた伝統的
文様）のひとつである。
http://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/1899476/24

2 巻より。植物をモチーフにした文様の数々。上は、中国か
ら伝わった唐花文を菱形に擬して意匠とした「唐花菱」であ
る。
http://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/1899478/14

http://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/1899476/24
http://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/1899478/14
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2 巻より。「或華族御蔵蜀錦」との添え書きがある。中国の蜀は赤染にすぐれ、そこで産出する錦は蜀江錦と呼ばれた。やが
て蜀江錦の代表的な文様を「蜀江文」と呼ぶようになり、京都の西陣でもこれを模した織物が生産されるようになった。
http://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/1899478/5

5 巻より。どことなくユーモラスな表情をした獅子の文様。獅子文は古代ペルシアから中国に伝わり、唐代の中国から日本へ
と伝わった。実物を見る機会のなかった日本では、想像上の動物という側面が強かった。
http://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/1899492/10

http://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/1899478/5
http://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/1899492/10
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1 小田切春江 編『なるみかた　1-5』片野東四郎　明
16.7
http://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/854534
http://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/854535

（モノクロ画像）
2 小田切春陵 著、前田香雪 増補『なるみかた　続編　
上-下』吉川弘文館　明40.1
http://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/854536
http://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/854537
http://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/854538

（モノクロ画像）

○参考文献
「憲政資料室の新規公開資料から」『国立国会図書館月

報』655、2015.11
『 古 社 寺 の 装 飾 文 様　Ornamental Patterns of Great 

Temples and Shrines　素描でたどる、天平からの文化
遺産 上』青幻舎　2014.4＜請求記号 KC521-L126＞
岩切信一郎「メディアとしての近代版画史（第6回）明
治工芸界の必需品-- 図案・模様集」『版画芸術』39(4) (通
号 151) 2011.春＜請求記号 Z11-620＞
森仁史「明治期における民間図案集の始まり」森仁
史 監修『叢書・近代日本のデザイン 4』ゆまに書房　
2007.11＜請求記号 KC521-J9＞
並木誠士 監修『すぐわかる日本の伝統文様　名品で
楽しむ文 様の文化 』東 京 美術　2006.3＜請求 記号　
KC521-H226＞
長 崎 巌 監 修、 弓 岡 勝 美 編『 明 治・大 正・昭 和 に
見るきもの文 様 図 鑑 』平凡 社　2005.6＜請求 記号　
KB441-H45＞
国立国会図書館 著『人と蔵書と蔵書印　国立国会図
書館所蔵本から』雄松堂出版　2002.10＜請求記号 
UM57-H2＞
科学技術政策史研究会 編『日本の科学技術政策史』
未踏科学技術協会　1990.12＜請求記号 M42-E89＞
日本浮世絵協会原色浮世絵大百科事典編集委員会 編

『原色浮世絵大百科事典 第2巻 (浮世絵師 )』大修館書
店　1982.8＜請求記号 YP14-684＞

『愛知縣勸業雜誌　第7號　明治17年12月發兌 不發賣』
愛知縣　1882-1884
http://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/1080885（モノクロ画像）

・
内
容

　

法
隆
寺
や
正
倉
院
の
宝
物
に
は
じ
ま
り
、
各
所

の
染
織
品
・
工
芸
品
・
建
築
物
の
装
飾
な
ど
、
広

範
囲
か
ら
模
様
を
抜
き
出
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、

古
い
習
俗
を
描
い
て
い
る
絵
巻
物
（
伴
大
納
言
絵

巻
、
年
中
行
事
絵
巻
な
ど
）
か
ら
も
模
様
を
写
し

て
い
る
。
全
五
巻
と
い
う
ボ
リ
ュ
ー
ム
も
あ
り
、

古
模
様
の
一
種
集
大
成
的
な
書
物
で
あ
っ
た
と
も

い
え
る
。
巻
末
の
「
附
言
」
で
は
、
模
様
の
出
典

に
つ
い
て
も
簡
単
に
解
説
し
て
い
る
。

・
図
版

　

木
版
で
刷
ら
れ
た
図
版
は
細
密
な
線
で
描
か
れ

て
お
り
、彩
色
は
施
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
の
た
め
、

模
様
の
細
部
ま
で
は
っ
き
り
と
見
て
取
れ
る
よ
う

に
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
各
図
に
は
そ
の
出
典
が

付
記
さ
れ
て
い
る
。

　

初
版
刊
行
翌
年
の
第
二
回
内
国
絵
画
共
進
会
で

は
、『
奈
留
美
加
多
』
を
著
し
た
こ
と
に
よ
っ
て

春
江
に
著
述
褒
状
が
与
え
ら
れ
た
。
本
書
は
好
評

を
博
し
た
ら
し
く
、
後
に
子
の
春
陵
に
よ
っ
て
続

編
全
三
巻（

２
）も
出
さ
れ
て
い
る
。
本
書
及
び
続
編
の

出
版
広
告
（
左
上
図
版
）
の
謳
い
文
句
か
ら
は
、

幅
広
い
分
野
へ
の
参
考
と
な
る
こ
と
を
出
版
元
が

売
り
に
し
て
い
た
と
分
か
る
。

　

集
め
ら
れ
た
模
様
の
数
々
は
バ
ラ
エ
テ
ィ
に
富

み
、
実
用
目
的
を
離
れ
て
も
魅
力
的
で
、
い
ま
眺

め
て
も
飽
き
な
い
。
近
年
で
は
本
書
の
内
容
を
大

人
向
け
の
塗
り
絵
（
！
）
と
し
て
刊
行
し
た
例
も

あ
る
よ
う
だ
。
長
い
歳
月
を
経
て
き
た
模
様
の
豊

か
な
世
界
を
ぜ
ひ
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
た
い
。

本書及び続編の出版広告には「陶磁器漆器染織鋳
金彫刻刺繍等に応用せよ／苟くも工芸美術の製作に
従事する者は必ず座右に備へて日夕参考に供すべき
良書なり」との謳い文句が見える。

「［広告］書籍　小田切春江、春凌（ママ）著「奈
留美加多」／東京京橋　吉川弘文館」『読売新聞』
1907.10.17＜請求記号 Z81-16＞

http://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/854534
http://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/854535
http://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/854536
http://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/854537
http://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/854538
http://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/1080885
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　当館所蔵の『奈留美加多』は、興味深い来歴を持っている。２巻の最初のページをご覧いただきたい（左上図版）。
このページに捺された複数の蔵書印から、本書は明治・大正期の官僚・政治家である渡辺千秋の旧蔵書であり、
特許標準局の蔵書であった時期を経て、当館に所蔵されたことが分かる。

　渡辺千秋は長野出身で、各地の知事や内務次官などの要職を歴任した後、明治43（1910）年から大正 3（1914）
年にかけては宮内大臣を務めた＊。多忙な公務の傍ら熱心な読書家であったといい、自身の蔵書に蔵書印を捺し
た他、部類・函号・書名・冊数を記した独自のラベルを表紙に付している。『奈留美加多』のそれは残念ながら当
館のラベルで一部隠れているが、部類「考古」、冊数「五」などの記載が読み取れる（右上図版）。

　特許標準局は、昭和20（1945）年、内閣技術院解体にともない、技術院の所管していた標準化行政を担うため
に商工省の外局として設置された機関である。昭和23年 8月に特許局（現在の特許庁）へと改組された。本書が
特許標準局へ移った経緯は判明しなかったが、受入印には「昭和22年7月9日」とある。その後、当館へは個人
の寄贈により所蔵され、2004 年に受入がなされている。

　人気を博した図案集が、要職を務めた政治家の書架に収まり、特許を扱う官公庁で参考とされ、現在ではデジ
タル化されて誰でもインターネット上で見ることができるようになった。

＊本書以外に、当館は昭和22年から翌23年にかけて、渡辺の旧蔵書60点を購入した。また、憲政資料として、個人から寄贈
を受けた「渡辺千秋関係文書」972点を所蔵・公開している。

2巻冒頭に捺された印は、左上から時計回りに、特許標準局の印３つ（受入印、
分類記号記入欄と思しき印、蔵書印）、渡辺千秋の蔵書印２つ（印文は「渡辺千秋
蔵書」及び「楓関図書」。「楓関」は渡辺千秋の号）。

参考：渡辺千秋の自著『夜雨百
篇稿本』表紙。こちらはラベル
がよく見える。
http://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/
pid/2540259

1巻表紙。

『奈留美加多』はどこから？

http://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/2540259
http://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/2540259
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名士の顔をめぐって
―印刷前夜の肖像写真―

珍
し
い
顔
と
は
何
か

　

図
書
館
員
に
と
っ
て
、
歴
史
的
人
物
の
肖
像

写
真
の
有
無
は
、
時
折
受
け
る
問
い
合
わ
せ
の

一
つ
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

あ
る
と
き
、
桂
太
郎
の
伝
記
を
書
こ
う
と
し

て
い
る
利
用
者
に
、
珍
し
い
顔
写
真
が
あ
る
か

問
わ
れ
、
こ
の
方
に
と
っ
て
は
ど
の
よ
う
な

顔
が
珍
し
い
の
だ
ろ
う
と
し
ば
し
思
案
し
ま
し

た
。
画
像
１
を
示
し
た
際
に
、
利
用
者
が
喜
ば

れ
た
表
情
を
忘
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

　

こ
と
に
図
像
を
め
ぐ
る
史
料
の
珍
し
さ
は
、

そ
の
稀
少
性
だ
け
で
は
な
く
、
印
刷
や
、
転
載

な
ど
広
義
の
メ
デ
ィ
ア
を
通
じ
て
形
作
ら
れ
る

心
証
と
関
係
が
あ
る
よ
う
で
す
。

　

上
の
一
葉
（
画
像
２
）
は
、
品
川
弥
二
郎
の

ア
ル
バ
ム
に
あ
る
も
の
で
す
が
、
眼
光
に
見
覚

え
が
な
い
で
し
ょ
う
か
。
裏
書
に
あ
っ
た
「
太

田
稲
造
」
を
調
べ
、
新
渡
戸
稲
造
と
知
っ
て
納

得
が
い
き
ま
し
た
。

　

新
渡
戸
稲
造
の
五
千
円
札[

一
九
八
四
～

二
〇
〇
七
年
の
五
千
円
札]

の
も
と
と
な
っ

た
写
真
は
新
渡
戸
記
念
館
所
蔵
の
大
正
六

（
一
九
一
七
）
年
の
写
真
で
す
。
新
渡
戸
の
五
千

円
札
を
見
た
こ
と
が
あ
る
か
否
か
で
、
画
像
２・

３
の
写
真
に
抱
く
印
象
も
異
な
り
そ
う
で
す
。

　

2 アメリカジョンズホプキンス大学
留学中。裏書には「呈　品川弥一学兄　
千八百八十七年九月十一日　太田稲造」
とある。品川弥一（品川弥二郎長男）は
ドイツ留学中。名刺判
＜ 品 川 弥 二 郎 関 係 文 書（ そ の 1）
1758 ＞

第2回

1 桂太郎　ドイツにて　名刺判
＜榎本武揚関係文書 17-13 ＞

写真を読む
資料の世界の歩き方

葦
あ し な

名  ふ み

3 新渡戸稲造
＜品川弥二郎関係文書（その 1）
1758 ＞

※画像キャプションが紫色の数字ではじまる資料は、国立国会図書館憲政資料室所蔵。
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転
載
の
妙

　

近
代
日
本
の
形
成
に
影
響
の
あ
っ
た
、
政
治

家
・
官
僚
・
軍
人
・
実
業
家
・
学
者
・
芸
術
家

等
の
肖
像
を
履
歴
と
と
も
に
提
供
し
て
い
る
当

館
の
サ
イ
ト
「
近
代
日
本
人
の
肖
像
」（
電
子

展
示
会
）
も
肖
像
写
真
の
転
載
の
循
環
に
一
役

買
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

　

顧
み
れ
ば
、「
近
代
日
本
人
の
肖
像
」
の
公

開
は
平
成
一
六
（
二
〇
〇
四
）
年
七
月
に
遡
り

ま
す
。
こ
の
サ
イ
ト
は
、
累
次
の
追
加
を
経
て

現
在
は
約
六
〇
〇
名
の
肖
像
写
真
を
載
せ
、
広

く
転
載
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
サ
イ
ト
は
そ

も
そ
も
『
近
世
名
士
写
真
』
其
一
・
其
二
（
近

世
名
士
写
真
頒
布
会
、
一
九
三
五
）（
画
像
４
）

と
い
う
写
真
帖
等
に
所
収
さ
れ
た
肖
像
写
真
を

掲
載
す
る
と
こ
ろ
か
ら
始
ま
っ
て
い
ま
す

（
１
）
。

　
『
近
世
名
士
写
真
』
は
、
往
時
、
京
都
の
医

療
器
械
商
で
古
写
真
の
コ
レ
ク
タ
ー
で
あ
っ
た

中
川
忠
三
郎
の
秘
蔵
写
真
を
も
と
に
出
版
さ
れ

ま
し
た

（
２
）
。
同
書
は
当
館
の
源
流
の
一
つ
で
あ
る

帝
国
図
書
館
の
蔵
書
を
経
て
当
館
の
所
蔵
に
帰

し
た
写
真
帖
に
過
ぎ
ま
せ
ん
。
当
館
が
同
書
所

収
の
肖
像
に
つ
い
て
そ
の
人
物
を
象
徴
す
る
姿

で
あ
る
と
〝
お
墨
付
き
〟
を
与
え
た
わ
け
で
も

あ
り
ま
せ
ん
が
、
当
館
の
「
近
代
日
本
人
の
肖

像
」
と
い
う
サ
イ
ト
を
通
じ
て
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
上
に
提
供
さ
れ
た
こ
と
で
、
一
人
の
コ
レ
ク

4 『近世名士写真』近世名士写真頒布会 ,1935　其一

6 上：十人にて撮影・下：中
川忠三郎封筒　
後列右から 3 人目に大山巌が
写ることから、中川から大山
柏（次男）に贈られたものか。
＜ 大 山 巌 関 係 文 書（ 寄 託 ）
57-3　＞

5 大山巌　ジュネーブにて　名刺判
＜榎本武揚関係文書 17-21 ＞
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タ
ー
の
収
集
写
真
に
、
新
し
い
転
載
の
循
環
が

付
け
加
わ
り
、
中
川
の
収
集
写
真
は
思
わ
ぬ
形

で
後
世
に
広
ま
っ
た
と
い
え
そ
う
で
す
。

印
刷
前
夜
の
写
真

　

写
真
印
刷
技
術
の
普
及
以
前
に
お
い
て
も
、

写
真
が
手
で
渡
さ
れ
た
り
、
手
紙
に
同
封
さ

れ
た
り
す
る
こ
と
は
、
多
々
み
ら
れ
ま
す
。

一
八
〇
〇
年
代
後
半
に
は
、
名
刺
サ
イ
ズ
の
写

真
の
授
受
が
世
界
的
に
流
行
し
ま
し
た

（
３
）
。
デ
ィ

ス
デ
リ
（A

ndré-A
dolphe-Eugène D

isdéri 

一
八
一
九-

一
八
八
九
）
に
よ
る
名
刺
判
写

真
（
カ
ル
ト
・
ド
・
ヴ
ィ
ジ
ッ
ト
）
の
発
明

（
一
八
五
四
）
に
よ
り
、
写
真
が
小
型
化
し
、
写

真
一
枚
あ
た
り
の
値
段
が
下
が
っ
た
こ
と
は
、

肖
像
写
真
を
撮
る
人
と
見
る
人
双
方
の
層
の
飛

躍
的
な
拡
大
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。

　

当
館
憲
政
資
料
室
の
様
々
な
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

の
中
に
散
在
す
る
名
刺
判
写
真
は
、
少
な
く
と

も
八
〇
〇
枚
を
数
え
ま
す
。
旧
蔵
者
が
明
ら
か

な
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
資
料
の
醍
醐
味
は
、
そ
う
し

た
や
り
と
り
か
ら
当
時
の
人
脈
の
あ
り
よ
う
が

鮮
や
か
に
読
み
取
れ
る
こ
と
で
す
。

　

画
像
７
と
画
像
８
は
ど
ち
ら
も
幕
臣
の
家
に

伝
存
し
た
名
刺
判
写
真
で
す
が
、
印
画
や
台
紙

か
ら
み
て
、
お
そ
ら
く
は
画
像
７
の
ほ
う
が
、

オ
リ
ジ
ナ
ル
に
近
い
版
と
思
わ
れ
ま
す
。
旧
幕

8 徳川家達　名刺判
徳川宗家第十六代当主
＜赤松則良関係文書 109 ＞

7 徳川家達　名刺判
裏書には 15 歳とあるが、その年代より若いものに見受けられる。
＜榎本武揚関係文書 17-28 ＞

9 石黒五十二　名刺判　
左の写真館は、長崎の上野彦馬、右はロンドンの
Elliott and Fry。石黒は土木技術を学びにイギリスに
留学。
＜榎本武揚関係文書 17-8 ＞
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臣
が
徳
川
家
の
若
き
当
主
の
写
真
を
持
ち
続
け

た
事
例
と
し
て
、
胸
に
沁
み
る
も
の
が
あ
り
ま

す
。

外
国
で
の
撮
影

　

各
国
の
写
真
の
歴
史
に
お
い
て
、
有
名
人
、

貴
顕
と
位
置
付
け
ら
れ
る
人
物
の
肖
像
写
真
の

受
容
は
、
重
要
な
意
味
を
持
ち
ま
す
。

　

一
八
五
〇
年
代
の
中
ご
ろ
か
ら
、
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
の
大
都
市
に
お
い
て
も
、
肖
像
写
真
館
が
増

加
し
ま
し
た
。
こ
う
し
た
外
国
の
写
真
館
で
わ

が
国
の
先
人
た
ち
が
撮
影
し
た
写
真
は
、
往
時

の
写
真
館
の
セ
ッ
ト
と
あ
い
ま
っ
て
、
い
わ

ば
箱
庭
の
よ
う
な
独
特
の
魅
力
に
満
ち
て
い
ま

す
。

　

一
概
に
比
較
す
る
わ
け
に
も
い
き
ま
せ
ん

が
、
昭
和
に
入
っ
て
か
ら
の
家
庭
の
カ
メ
ラ
に

よ
る
写
真（
一
例
と
し
て
画
像
12
）と
比
べ
る
と
、

構
図
の
制
約
か
ら
か
、
と
き
に
は
撮
ら
れ
る
側

の
張
り
つ
め
た
感
じ
が
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。

 

見
ら
れ
る
天
皇　
見
る
天
皇

　

翻
っ
て
わ
が
国
の
肖
像
写
真
の
受
容
の
歴
史

に
お
い
て
特
に
重
要
な
の
は
明
治
天
皇
の
存
在

で
す
。
明
治
天
皇
と
い
え
ば
、
御
真
影
や
巡
幸

に
象
徴
さ
れ
る
「
天
皇
の
姿
」
を
見
せ
る
側
面

が
強
調
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

11 左から近衛篤麿と品川弥一　キャビネ判
「A. Konoye Y. Shinagawa 1886 年 2/9」
とある。写真館は Fritz Meycke。
＜品川弥二郎関係文書（その 1）1758 ＞

10 左から、大鳥圭介、安藤太郎、田辺太一　
キャビネ判　
ロンドン Elliott ＆ Fry で撮影されたもの。メ
イヨール、シルヴィなどと並ぶ、ロンドンの
有名な肖像写真館。
＜榎本武揚関係文書 18-5 ＞

12 原田熊雄の家族アルバムより　
原田熊雄（1888 ～ 1946）は西園寺公望の秘書
役として知られる。
＜原田熊雄関係文書 84 ＞
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近
年
、
宮
内
庁
の
関
係
機
関
に
お
い
て
、
天

皇
の
御
手
元
写
真
と
呼
ば
れ
て
き
た
秘
蔵
写
真

の
公
開
が
相
次
ぎ
、
従
前
よ
り
ア
ク
セ
ス
が
容

易
に
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
歴
史
資
料
の
精
査

に
基
づ
き
そ
の
来
歴
を
明
晰
に
解
明
す
る
文
献

も
あ
わ
せ
て
登
場
し
て
い
る
こ
と
も
歓
迎
さ
れ

ま
す

（
４
）
。

　

こ
う
し
た
資
料
の
公
開
は
、
明
治
天
皇
の
ま

な
ざ
し
や
写
真
と
の
関
係
に
つ
い
て
、
新
た
な

知
見
を
具
体
的
に
示
し
て
く
れ
て
い
ま
す
。

　

第
一
に
、
天
皇
の
手
元
に
集
ま
る
写
真
は
、

即
ち
天
皇
自
身
が
目
に
し
た
情
景
を
意
味
す
る

訳
で
は
な
く
、
巡
幸
に
際
し
て
献
上
さ
れ
る
写

真
や
、
侍
従
の
視
察
し
た
記
録
写
真
が
献
上
さ

れ
る
も
の
も
あ
る
な
ど
、
多
様
な
人
々
が
見
た

も
の
を
捉
え
た
写
真
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。
第

二
に
、
慰
霊
や
顕
彰
と
い
っ
た
様
々
な
目
的
の

た
め
に
、
明
治
天
皇
の
手
元
に
多
彩
な
写
真
が

集
ま
っ
て
い
た
こ
と
で
す
。
総
攬
す
る
存
在
で

あ
る
天
皇
の
も
と
に
集
ま
っ
た
人
物
事
物
の
写

真
は
夥
し
く
、
質
量
と
も
に
一
級
の
記
録
で
す
。

明
治
天
皇
の
た
め
の
人
物
写
真
帖

　

わ
が
国
の
肖
像
写
真
の
歴
史
に
お
い
て
特
筆

す
べ
き
出
来
事
の
撮
影
と
し
て
、
明
治
天
皇
の

明
治
一
二
（
一
八
七
九
）
年
の
命
に
よ
る
計

四
五
三
一
名
に
及
ぶ
撮
影
事
業
が
あ
り
ま
す
。

12 阪谷素（朗廬）　キャビネ判
裏書には直筆で撮影の経緯が記され
る。
＜阪谷朗廬関係文書 186-9 ＞

13 西周　キャビネ判
＜西周関係文書 185 ＞

（上）「大元帥陛下の御眞影」『憲兵雑誌』3 号　
1908 年 1 月　憲兵雑誌社＜雑 32-16 ＞

（下）明治十二年明治天皇御下命「人物写真帖」
（宮内庁 HP より）
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（
絵
・
正し

ょ
う
ぼ保 

五さ
つ
き月

）

群
臣
の
肖
像
写
真
を
明
治
天
皇
の
座
右
に
備
え

る
べ
く
、
宮
内
省
の
費
用
負
担
で
主
に
印
刷
局

で
撮
影
さ
れ
た
写
真
は
、
皇
族
、
高
級
官
僚
、

軍
人
、
地
方
官
、
華
族
、
神
官
、
僧
侶
な
ど
を

網
羅
し
て
い
ま
す
（
前
ペ
ー
ジ
右
下
写
真
）。
こ

れ
ほ
ど
多
く
の
人
物
が
、
否
応
な
く
肖
像
写
真

の
撮
影
を
経
験
し
た
こ
と
の
意
義
は
、
は
か
り

知
れ
ま
せ
ん
。

献
上
写
真
と
自
用
写
真

　

こ
の
際
、
撮
影
さ
れ
た
本
人
が
、
私
用
で
印

刷
局
か
ら
焼
き
増
し
写
真
を
購
入
す
る
こ
と
も

許
さ
れ
ま
し
た

（
５
）
。
政
治
家
、
官
僚
等
の
旧
蔵
資

料
か
ら
な
る
当
館
憲
政
資
料
室
で
所
蔵
す
る
コ

レ
ク
シ
ョ
ン
に
も
、
天
覧
用
と
同
じ
写
真
を
印

刷
局
に
注
文
し
た
と
み
ら
れ
る
写
真
が
散
見
さ

れ
ま
す
（
画
像
12
と
13
）。

　

こ
の
よ
う
に
購
入
さ
れ
た
高
官
の
肖
像
写
真

は
多
少
出
回
り
、
複
製
さ
れ
た
り
、
販
売
さ
れ

た
り
し
た
も
の
が
あ
っ
た
と
み
ら
れ
ま
す
。
そ

の
コ
ラ
ー
ジ
ュ
写
真
が
残
る
の
は
衆
議
院
議

員
・
龍
野
周
一
郎
の
ア
ル
バ
ム
で
す
（
画
像
14
）。

14 龍野周一郎の旧蔵アルバムより
＜龍野周一郎関係文書 360-2 ＞

同
じ
写
真
が

あ
る
か
な
あ
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15 第二軍司令部々員写真帳
美しい蒔絵の表紙がつけられたアルバム。陸軍の第二軍は、日清戦争に際し、明治27(1894)年9月～明治28(1895)年5月に編成。
司令官大山巌大将。参謀長井上光大佐。第二軍の将校等の肖像写真が順々に収められている。＜大山巌関係文書（寄託）60-17 ＞

16 成器社の写真　日高真實、澤柳政太郎、木内重四郎。名刺判　
成器社は、演説を練習し学術を研究することを目的に、明治 12（1879）年に東京大学（のち東京帝国大学）や第一高等中学校生徒の
有志らで作られた親睦団体。そのメンバーであった阪谷芳郎（東京大学卒、のち大蔵官僚）の手元に残された写真。満 29 歳で早逝した
教育学者・日高真實（高等師範学校教授兼帝国大学文化大学教授）の写真をはじめ、貴重な写真からなる。ほかに石塚英蔵ら。
 ＜阪谷芳郎関係文書 935 ＞

17 維新元勲写真帖　名刺判
土方歳三や松岡磐吉の写真も
見える。
＜牧野伸顕関係文書 542-67 ＞

集められ、大切に保管された肖像写真の数々
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開拓使本庁舎
『温故写真帖 第 1 集 ( 札幌 )』
東北帝国大学農科大学 編　維新堂　明 42.9
http://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/763031/7

天
覧
の
た
め
の
写
真
撮
影
の
余
波

　

明
治
一
二
（
一
八
七
九
）
年
の
明
治
天
皇

の
命
に
よ
る
高
級
官
僚
の
肖
像
写
真
撮
影
の

「
副
産
物
」
の
一
つ
に
、
開
拓
使
の
官
員
写
真

帖
が
あ
り
ま
す
（
現
・
北
海
道
大
学
附
属
図

書
館
所
蔵
（
６
）） 

。

　

彼
ら
の
肖
像
写
真
は
、
明
治
天
皇
が
見
る

た
め
に
撮
影
さ
れ
た
写
真
と
体
裁
が
一
致
し

ま
す
。
天
皇
が
見
る
た
め
の
官
員
の
写
真
の

セ
ッ
ト
が
、
写
真
帖
の
形
式
で
北
海
道
に
現

存
す
る
こ
と
は
不
思
議
で
す
。

　

あ
る
記
録
に
よ
る
と
、
き
っ
か
け
は
、
函

館
支
庁
の
履
歴
係
、
小
貫
庸
徳
（
開
拓
六
等

属
）
の
意
見
書
「
本
使
奏
任
官
以
上
写
真
徴

収
ノ
儀
ニ
付
開
申
（
７
）」（
明
治
一
三
年
三
月
五
日

付
）
に
あ
り
ま
す
。

皇
国
三
大
節
等
御
祝
日
ニ
ハ
庁
中
ニ

聖
上
並
ニ
皇
后
宮
ノ
御
照
ヲ
奉
掲
シ
官
員
一

同
拜
賀
仕
候
例
規
ニ
之
ア
リ
、
願
ク
ハ
長
官

公
始
メ
本
使
奏
任
官
以
上
ノ
写
真
モ
悉
ク
御

備
置
右
等
ノ
如
キ
御
祝
日
ニ
ハ
必
ス
之
ヲ
御

照
ノ
下
ニ
順
次
相
掲
ケ
候
様
仕
度
、
然
ル
ト

キ
ハ
判
任
以
下
末
班
ニ
至
ル
マ
テ
各
員
咫
只

相
接
ス
ル
ノ
思
ヲ
成
サ
シ
メ
仮
令
卒
爾
道
路

ニ
遇
ヒ
其
風
貌
ヲ
熟
知
セ
ル
為
メ
或
ハ
之
ヲ

他
人
視
ス
ル
等
ノ
失
体
モ
無
之
ラ
シ
ム
ヘ
ク
、

且
本
支
各
庁
一
体
協
和
ノ
意
ヲ
表
ス
ル
一
端

ト
モ
相
成
事
体
ニ
於
テ
格
別
ノ
御
差
支
モ
之

ア
ル
マ
シ
ク
、
之
ヲ
拡
充
ス
ル
ト
キ
ハ
長
官

公
ノ
写
真
丈
ケ
ハ
管
内
各
小
学
校
ヘ
モ
壱
葉

ツ
ゝ
頒
付
致
シ
ヲ
キ
度
等
ト
ノ
儀
ト
存
候
條

此
段
開
申
仕
候
也

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

履
歴
係　

　

明
治
十
三
年
三
月
五
日　

開
拓
六
等
属　

小
貫
庸
徳

開
拓
少
書
記
官　

柳
田
友
卿
殿

　

開
拓
使
に
お
い
て
、
御
真
影
の
遥
拝
は
明

治
七
（
一
八
七
四
）
年
頃
に
始
ま
っ
て
い
ま

す
。
奏
任
官
（
高
級
官
僚
）
の
写
真
も
順
次

掲
示
す
れ
ば
「
判
任
以
下
末
班
ニ
至
ル
マ
テ

各
員
咫
只
相
接
ス
ル
ノ
思
」、
当
時
本
支
庁
に

分
か
れ
て
い
た
開
拓
使
（
札
幌
本
庁
、
函
館

支
庁
、
根
室
支
庁
、
東
京
出
張
所
）
の
一
体

協
和
に
つ
な
が
る
、
偶
然
出
会
っ
た
と
き
に

「
他
人
視
」
す
る
失
礼
も
な
い
と
説
く
小
貫
の

発
想
は
、
写
真
を
見
る
と
い
う
行
為
に
そ
の

像
主
と
の
心
的
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

託
す
も
の
で
す
。
あ
わ
せ
て
開
拓
使
長
官
（
黒

田
清
隆
）
の
写
真
を
小
学
校
に
頒
布
す
る
こ

と
も
提
案
し
て
い
ま
す
。

　

上
司
の
写
真
を
祝
日
に
飾
り
た
い
だ
ろ
う

か
。
こ
れ
ら
の
提
案
を
す
れ
ば
、
上
役
に
お

も
ね
っ
た
よ
う
に
周
囲
か
ら
誤
解
さ
れ
な
い

だ
ろ
う
か
。
そ
う
し
た
心
配
は
さ
て
お
き
、

御
真
影
の
扱
い
を
、
長
官
・
奏
任
官
以
上
の

肖
像
写
真
に
も
準
用
し
よ
う
と
す
る
発
想
は
、

写
真
が
ま
だ
珍
し
か
っ
た
時
代
に
お
い
て
、

御
真
影
に
接
し
た
経
験
が
、
肖
像
写
真
を
扱

う
際
の
考
え
方
を
供
し
た
こ
と
を
示
す
点
で

興
味
深
い
も
の
で
す
。

　

小
貫
の
提
案
は
、
函
館
の
書
記
官
を
通
じ

て
東
京
の
書
記
官
に
伝
わ
り
ま
す
。
折
し
も

天
覧
用
の
撮
影
が
進
ん
で
お
り
、
記
録
課
（
東

京
）
は
、
記
念
の
た
め
に
撮
り
お
く
の
は
よ

い
が
、
天
皇
を
祝
う
三
大
節
（
四
方
拝
・
紀

元
節
・
天
長
節
）
に
天
皇
の
写
真
と
同
様
に

掲
示
す
る
の
は
甚
だ
不
体
裁
で
望
ま
し
く
な

く
、
な
お
か
つ
、
公
然
官
費
使
用
は
望
ま
し

く
な
い
と
の
方
向
を
示
し
ま
す
（
８
）
（
三
月
一
六

日
付
）。

　

検
討
の
結
果
、
開
拓
使
の
高
官
は
自
己
負

担
で
写
真
を
用
意
す
る
も
の
の
掲
示
は
し
な

い
と
い
う
結
末
を
迎
え
た
よ
う
で
す
。
そ
の

結
果
が
、
北
海
道
に
残
っ
た
官
員
写
真
帖
で

あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

http://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/763031/7
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印
刷
の
イ
ン
パ
ク
ト

　

今
日
、
名
士
の
中
で
も
、
特
に
、
政
府
高
官
や

政
治
家
の
顔
は
各
種
報
道
、ポ
ス
タ
ー
、選
挙
公
報
、

本
人
の
サ
イ
ト
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
を
通
じ
て
溢
れ
出
し

て
い
ま
す
。
そ
の
事
は
じ
め
は
、
錦
絵
や
雑
誌
な

ど
明
治
期
に
さ
か
の
ぼ
り
ま
す
が
、
新
聞
紙
上
の

写
真
印
刷
の
画
期
と
さ
れ
る
の
が
、
帝
国
議
会
開

設
前
後
の
『
毎
日
新
聞
』
の
附
録
で
す
。

　

画
像
19
が
そ
の
附
録
の
一
例
で
す
。
写
真
の

よ
う
に
濃
淡
の
あ
る
画
像
を
表
現
す
る
に
は
、

網
目
ス
ク
リ
ー
ン
を
用
い
て
網
点
に
変
換
し
ま

す
。
こ
の
技
術
を
実
用
化
さ
せ
、
明
治
二
三

（
一
八
九
〇
）
年
、
新
聞
紙
一
頁
大
の
附
録
と

し
て
開
会
間
近
の
第
一
回
帝
国
議
会
の
議
員
の

顔
写
真
が
『
毎
日
新
聞
』
に
突
如
掲
載
さ
れ
た

こ
と
は
、
新
聞
界
の
〝
大
変
革
〟
で
あ
る
と
し

て
世
間
を
騒
然
と
さ
せ
ま
し
た

（
９
）
。
附
録
の
形
で

は
な
く
、
新
聞
本
紙
へ
の
写
真
印
刷
が
実
現
す

る
の
は
、
明
治
三
七
（
一
九
〇
四
）
年
か
ら
の

こ
と
で
、
写
真
製
版
さ
れ
た
網
目
銅
版
を
輪
転

機
に
組
み
込
む
技
術
の
実
用
化
を
待
つ
必
要
が

あ
り
ま
し
た

（
１
０
） 

。　
　

19 『毎日新聞』6307 号附録（貴ノ廿
五、衆ノ廿七）明治 24（1891）年 12
月 3 日
＜憲政資料室収集文書 1342 ＞

18 「肖像画報」（百六十五）愛知県知
事　沖守固（鈴木眞一の撮影に基づく
徳永柳洲の画）『萬朝報』第 1900 号　
明治 32 年 1 月 22 日付
写真を組み込む技術が本格化する前に
は、写真を絵でいったん描き、新聞本
紙に印刷する手法もしばしば見られ
た。
＜佐々友房関係文書 1008 ＞

網目スクリーンを用いて
写真を網点に変換する仕組み

レンズ

網目スクリーン写真等原稿



国立国会図書館月報 704号 2019.1215

1 他に平成 16（2004）年当時において、一部の肖像を同サイトに採録
した写真帖として矢部信太郎編『近代名士之面影　第 1 集』竹帛社 , 
1914 <419-34> 

2 蒐集家としての中川忠三郎と宮武外骨との写真を通じた交流につ
いて、緒川直人「宮武外骨と昭和戦前期の古写真アーカイブ　明
治新聞雑誌文庫と 『公私月報』 を中心に」『東洋大学社会学部紀要』
2013.3 <Z6-517> p.48

3 写真授受については本連載の前回号「西園寺公望と写真」本誌 697, 
2019.5, pp.5-14）を参照。

4 武部敏夫 , 中村一紀 編『明治の日本　宮内庁書陵部所蔵写真』吉川
弘文館 , 2000 <GB415-G42>; 白石 烈「明治・大正両時代御手許
写真の来歴」『書陵部紀要』宮内庁書陵部 編 (67):2015 年度 <Z22-
358> pp.53-73；白石 烈「宮内省図書寮における明治・大正両時
代御手許写真の整理 ( 附目録 ) 」同誌 (69):2017 年度 <Z22-358> 
pp.57-79,119-123 

5  『明治十二年明治天皇御下命「人物写真帖」 = Portrait photograph 
albums: by the imperial order of Meiji Emperor, 1879 : 四五〇〇
余名の肖像』宮内庁三の丸尚蔵館 編 , 宮内庁 , 2013<GK13-L37>; 
宮内庁三の丸尚蔵館 編『明治十二年明治天皇御下命「人物写
真帖」 収蔵品目録写真』上・下 , 宮内庁 , 2015 <GK13-L403> 
<GK13-L404>

6 1 冊目（官員写真帖一）は、38 枚の肖像写真、2 冊目（官員写真帖二）は、
それと重複する 30 枚の写真からなる。（北海道大学附属図書館所蔵）

7 「開拓使公文録　函館支庁往復　明治十三年」簿書 5911-120（北海
道立文書館所蔵）

8 同上
9 この製版を行ったのは堀健吉（安政 3（1856）～昭和 9（1934））

である。堀はキヨソネの門弟、江島鴻山に銅板印刷を学び、陸軍陸
地測量部に勤務し、印刷所として著名な秀英舎（大日本印刷会社の
前身）・佐久間貞一氏の後援を受けて、スクリーンの研究に励んだ。

10 当該期の写真をめぐる印刷についても分かりやすく言及した文献
の一例として井上祐子『日清・日露戦争と写真報道　戦場を駆ける
写真師たち』 ( 歴史文化ライブラリー ; 348)、吉川弘文館 , 2012.7 
<UC89-J12>

野村吉三郎のパスポート　昭和 28（1953）年、米国訪
問時。＜野村吉三郎関係文書 1032 ＞

牧野伸顕のパスポート　
大正 8（1919）年
牧野はパリ講和会議の全権
委員。印刷された写真を貼っ
ている。＜牧野伸顕関係文書
C152 ＞

パスポートと肖像写真

本稿に登場した名士たち
・桂太郎（1848 ～ 1913）陸軍軍人、首相
・新渡戸稲造（1862 ～ 1933）教育者、学者
・大山巌（1842 ～ 1916）陸軍軍人、政治家
・徳川家達（1863 ～ 1940）徳川宗家第16 代当主、貴族院議長
・石黒五

い そ じ

十二（1855 ～ 1922）官僚、土木技術者、政治家
・田辺太一（1831 ～ 1915）幕末 - 明治時代の武士、外交官
・安藤太郎（1846 ～ 1924）外交官、禁酒運動家
・大鳥圭介（1833 ～ 1911）幕臣、政治家、外交官
・近衛篤麿（1863 ～ 1904）政治家、貴族院議長
・品川弥一（1870 ～ 1924）実業家
・阪谷朗廬（1822 ～ 1881）学者、官僚
・西周（1829 ～ 1897）啓蒙思想家
・龍野周一郎（1864 ～ 1928）政治家、衆議院議員
・日高真

ま さ ね

實（1864 ～ 1894）学者
・澤柳政太郎（1865 ～ 1927）官僚、教育者
・木内重四郎（1866 ～ 1925）官僚、政治家
・土方歳三 （1835? ～ 1869）新選組副長
・松岡磐吉 （1841 ～ 1871）幕臣、旧幕府軍艦蟠竜丸艦長
・沖守固（1841 ～ 1912）官僚 
・野村吉三郎（1877 ～ 1964）海軍軍人、駐米大使
・牧野伸顕（1861 ～ 1949）外交官、内大臣

証明に使うということも、肖像写真の今なお重要な機能です。パスポートはその最たるものかもしれません。

記
憶
さ
れ
る
肖
像
写
真

　

個
人
の
や
り
と
り
の
た
め
、
証
明
の
た
め
、

観
光
の
記
念
の
た
め
、
慰
霊
の
た
め
、
な
ど
肖

像
写
真
の
用
途
は
さ
ま
ざ
ま
で
す
。
写
真
の
複

製
が
き
わ
め
て
容
易
に
な
っ
た
今
日
、
名
士
の

肖
像
写
真
は
、
転
載
や
記
憶
の
中
で
活
発
に
循

環
を
繰
り
返
し
て
い
る
よ
う
で
す
。
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調
査
及
び
立
法
考
査
局
（
以
下
、
調
査
局
）
で
は
、
国

政
課
題
に
関
し
、
国
会
議
員
か
ら
の
依
頼
に
応
じ
て
調
査

を
行
う
と
と
も
に
、
国
会
審
議
に
役
立
つ
資
料
や
情
報
の

提
供
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

政
治
制
度
や
金
融
政
策
、
教
育
問
題
な
ど
専
門
分
野
は

様
々
で
す
が
、
調
査
局
の
職
員
は
、
日
頃
か
ら
勉
強
会
や

外
部
の
セ
ミ
ナ
ー
に
参
加
す
る
な
ど
し
て
、
専
門
知
識
の

向
上
に
努
め
て
い
ま
す
。
私
の
所
属
す
る
調
査
企
画
課
企

画
係
で
は
、
そ
の
一
助
と
な
る
よ
う
、
職
員
が
館
内
で
受

講
で
き
る
一
連
の
研
修
を
企
画
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
が
、

「
調
査
業
務
研
修
」
で
す
。

　

こ
の
研
修
は
、
毎
年
、
国
会
が
閉
会
し
て
い
る
こ
と
の

多
い
７
月
か
ら
９
月
に
か
け
て
行
わ
れ
ま
す
が
、
そ
の
準

備
は
４
月
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
ま
ず
は
、
前
年
度
の
受
講

生
か
ら
の
声
な
ど
を
参
考
に
し
つ
つ
、
企
画
案
を
作
成
し

ま
す
。
例
年
20
科
目
ほ
ど
を
開
講
し
て
い
ま
す
が
、
各
国

の
議
会
情
報
や
法
令
の
調
べ
方
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
使
い

方
か
ら
最
近
の
国
際
情
勢
ま
で
、
内
容
は
多
岐
に
わ
た
り

ま
す
。
講
師
の
顔
ぶ
れ
も
多
彩
で
、
調
査
局
の
ベ
テ
ラ
ン

職
員
が
務
め
る
こ
と
も
あ
れ
ば
、
大
学
教
授
を
お
招
き
す

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
初
め
て
開
催
す
る
科
目
の
場
合
、

受
講
生
の
求
め
る
レ
ベ
ル
や
テ
ー
マ
を
勘
案
し
な
が
ら
、

講
師
候
補
者
の
著
書
な
ど
を
読
み
込
み
、
ど
な
た
に
講
師

を
お
願
い
す
べ
き
か
何
度
も
話
し
合
い
ま
す
。

　

企
画
案
は
、
調
査
局
に
あ
る
15
課
の
委
員
で
構
成
す
る

研
修
企
画
委
員
会
で
検
討
さ
れ
ま
す
。
企
画
案
が
了
承
さ

れ
る
と
準
備
を
本
格
化
さ
せ
ま
す
が
、
講
師
の
日
程
が
合

わ
な
か
っ
た
り
、
会
場
を
押
さ
え
ら
れ
な
か
っ
た
り
と
パ

ズ
ル
を
解
く
よ
う
に
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
組
み
立
て
る
大
変

さ
は
、
企
画
係
に
異
動
し
て
初
め
て
知
っ
た
こ
と
で
す
。

　

研
修
当
日
は
、
資
料
の
準
備
や
会
場
設
営
に
忙
し
く
、
研

修
中
も
、
パ
ソ
コ
ン
の
動
作
に
問
題
は
な
い
か
、
部
屋
は
暑

す
ぎ
な
い
か
等
、
気
が
抜
け
ま
せ
ん
。
多
彩
な
講
師
の
講
義

を
一
緒
に
聴
け
る
喜
び
は
あ
り
ま
す
が
、
集
中
し
て
聴
い
て

い
る
わ
け
に
も
い
か
ず
、
質
問
タ
イ
ム
で
は
マ
イ
ク
を
持
っ

て
受
講
生
の
間
を
走
り
回
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

研
修
後
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、「
外
国
制
度
の
調
査
依

頼
が
多
い
た
め
、
研
修
で
学
ん
だ
外
国
の
議
会
資
料
や
法

令
の
調
査
方
法
が
非
常
に
役
に
立
つ
」、「
表
計
算
ソ
フ
ト

や
ビ
ジ
ュ
ア
ル
・
デ
ザ
イ
ン
の
研
修
を
受
け
て
、
分
か
り

や
す
い
資
料
作
成
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
」
な
ど
う
れ

し
い
感
想
も
聞
か
れ
ま
す
。
一
方
、
簡
単
す
ぎ
、
難
し
す

ぎ
、聴
き
た
い
内
容
と
違
っ
た
な
ど
厳
し
い
意
見
も
あ
り
、

企
画
係
は
、
こ
う
し
た
声
を
次
年
度
の
研
修
に
反
映
さ
せ

る
よ
う
努
め
て
い
ま
す
。

（
調
査
企
画
課
企
画
係　

永
田　

恵
）

調査及び立法考査局
職員のための
夏期集中講義！



　

そ
ろ
そ
ろ
街
が
ク
リ
ス
マ
ス
シ
ー
ズ
ン
の
賑
わ
い
を
み
せ
る
。
街
路
は
き
ら
び

や
か
な
電
飾
の
光
で
照
ら
さ
れ
、
と
こ
ろ
せ
ま
し
と
赤
と
緑
の
コ
ラ
ー
ジ
ュ
が
ひ

し
め
き
あ
う
。
陽
気
な
定
番
ソ
ン
グ
が
多
彩
な
顔
を
み
せ
、
一
段
と
寒
く
な
っ
た

冬
の
街
並
み
に
火
照
っ
た
高
揚
感
が
浮
遊
す
る
。
首
を
な
が
く
し
て
プ
レ
ゼ
ン
ト

を
待
つ
子
ど
も
、
サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
の
仕
事
を
代
行
す
る
親
、
デ
ー
ト
の
プ
ラ
ン

を
練
る
恋
人
た
ち
―
―
訪
れ
る
ク
リ
ス
マ
ス
に
人
々
は
踊
ら
さ
れ
る
。

　

い
う
ま
で
も
な
く
、
ク
リ
ス
マ
ス
は
日
本
社
会
の
一
大
イ
ベ
ン
ト
と
な
っ
て
い

る
。
し
か
し
、
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
の
誕
生
を
祝
福
す
る
こ
の
祭
日
は
、
も
と
も

と
は
キ
リ
ス
ト
教
文
化
圏
の
外
に
あ
っ
た
東
洋
の
伝
統
に
は
な
か
っ
た
も
の
で
あ

る
。
今
日
の
よ
う
に
年
末
を
彩
る
に
欠
か
せ
な
い
行
事
と
な
る
道
程
に
は
、
キ
リ

ス
ト
教
に
対
す
る
厳
し
い
弾
圧
に
よ
っ
て
、
各
個
人
が
そ
の
儀
式
を
執
り
行
な
う

こ
と
さ
え
重
罪
と
さ
れ
て
い
た
時
代
も
あ
っ
た
。

　

江
戸
時
代
の
出
島
に
は
、
そ
う
し
た
キ
リ
ス
ト
教
の
禁
制
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

密
か
に
ク
リ
ス
マ
ス
の
祝
祭
が
存
在
し
た
と
い
う
。
今
日
と
は
ま
っ
た
く
対
照
的

な
状
況
に
あ
っ
て
、
出
島
の
ク
リ
ス
マ
ス
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
の
だ
ろ

う
か
。
資
料
を
た
ど
り
つ
つ
、
そ
の
素
描
を
試
み
た
い
。

『諸御役場絵図』　[ 写 ]
http://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/9369216/62

出
島
の

亀
澤
　
明
彦

ク
リ
ス
マ
ス
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１
．
出
島
の
姿

　

江
戸
時
代
の
寛
永
13（
１
６
３
６
）年
、
出
島

は
人
工
の
島
と
し
て
長
崎
に
築
造
さ
れ
た
。

四
方
を
海
に
囲
ま
れ
、
扇
の
形
を
し
た
土
地

は
約
1
万
３
１
１
７
平
方
メ
ー
ト
ル
、
長
崎

市
内
と
は
1
つ
の
石
橋
の
み
で
つ
な
が
っ
て

い
た
。

　

出
島
に
居
住
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
は
、

貿
易
の
た
め
に
日
本
に
滞
在
し
て
い
た
西
洋

人
で
あ
っ
た
。
幕
府
は
西
洋
の
宗
教
、
キ
リ

ス
ト
教
の
禁
制
を
徹
底
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
、
そ
う
し
た
窮
屈
な
環
境
に
西
洋
人
を

隔
離
し
た
の
で
あ
る
。
築
造
さ
れ
た
当
初
は

ポ
ル
ト
ガ
ル
人
が
隔
離
さ
れ
た
が
、
直
後
の

寛
永
16（
１
６
３
９
）年
に
は
日
本
か
ら
ポ
ル
ト

ガ
ル
人
が
追
放
さ
れ
、
そ
れ
以
降
は
オ
ラ
ン

ダ
人
が
居
留
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
鎖
国
下

の
日
本
に
お
い
て
、
出
島
は
オ
ラ
ン
ダ
東
イ

ン
ド
会
社
の
オ
ラ
ン
ダ
商
館
を
中
心
と
し
て
、

欧
米
と
つ
な
が
る
唯
一
の
貿
易
地
と
し
て
の

役
割
を
担
う
こ
と
に
な
る
。

　

出
島
の
オ
ラ
ン
ダ
人
は
、
キ
リ
ス
ト
教
の

禁
制
の
た
め
に
、
そ
の
行
動
が
厳
し
く
管
理

さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
島
外
と
の
自
由
な

行
き
来
が
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
ほ
か
、
キ
リ

ス
ト
教
装
飾
品
の
売
却
や
交
換
、
聖
書
や
聖

歌
集
の
公
開
、
キ
リ
ス
ト
教
儀
式
の
執
行
が

厳
罰
を
も
っ
て
禁
じ
ら
れ
て
い
た
こ
と
が『
長

崎
オ
ラ
ン
ダ
商
館
の
日
記
』
に
記
さ
れ
て
い

る
。
さ
ら
に
極
端
な
事
例
と
し
て
は
、
幕
府

の
役
人
が
解
読
で
き
な
い
洋
書
を
オ
ラ
ン
ダ

船
か
ら
出
島
に
持
ち
込
む
こ
と
す
ら
許
さ
れ

な
か
っ
た
こ
と
も
あ
っ
た
と
い
う
。

　

こ
う
し
た
相
対
す
る
二
つ
の
側
面
が
出
島

に
は
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、
出
島
は
洋
上
に
弧
を

描
い
て
異
国
に
ひ
ら
か
れ
た「
扉
」
で
あ
っ
た

一
方
で
、内
実
は
―
― 

当
時
の
オ
ラ
ン
ダ
人
が

そ
う
呼
ん
だ
よ
う
に
―
―「
牢
獄
」
で
も
あ
っ

た
。
安
政
２
年
12
月（
１
８
５
６
年
1
月
）の
日
蘭

和
親
条
約
に
よ
っ
て
オ
ラ
ン
ダ
人
の
自
由
な

出
入
り
が
認
可
さ
れ
る
ま
で
の
お
よ
そ
二
百

年
間
、
こ
の
孤
絶
の
「
牢
獄
」
は
存
続
す
る
。

２
．
阿お
ら
ん
だ

蘭
陀
冬
至

　

キ
リ
ス
ト
教
の
儀
式
で
あ
る
ク
リ
ス
マ
ス

の
祝
祭
を
執
り
行
な
う
こ
と
は
、
も
ち
ろ
ん

出
島
で
は
重
刑
に
処
せ
ら
れ
る
は
ず
で
あ
っ

た
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
幕
府
の
鋭
敏
な
目
を

か
い
く
ぐ
る
オ
ラ
ン
ダ
人
の
巧
妙
な
手
に

よ
っ
て
、出
島
の
冬
に
も
ク
リ
ス
マ
ス
の
キ
ャ

『長崎図』　冨嶌屋　寛政 8（1796）　http://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/2539890/2
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ン
ド
ル
は
灯
さ
れ
て
い
た
。

　

オ
ラ
ン
ダ
人
の
秘
策
―
―
そ
れ
は
ク
リ
ス

マ
ス
を
冬
至
に
か
こ
つ
け
て
祝
う
こ
と
で

あ
っ
た
。
出
島
の
近
く
に
は
長
崎
在
留
の
中

国
人
が
居
住
す
る
唐
人
屋
敷
が
あ
り
、
そ
こ

で
は
毎
年
、
冬
至
に
盛
大
な
祝
宴
が
ひ
ら
か

れ
て
い
た
。
太
陰
暦
で
重
要
な
日
と
さ
れ
る

冬
至
は
、
太
陽
暦
で
は
12
月
22
日
ご
ろ
に
あ

た
る
。
ク
リ
ス
マ
ス
と
日
に
ち
が
近
い
東
洋

の
祭
り
を
知
っ
た
オ
ラ
ン
ダ
人
は
、
そ
れ
を

ク
リ
ス
マ
ス
の
カ
モ
フ
ラ
ー
ジ
ュ
と
し
て
利

用
し
た
の
で
あ
る
。

　

東
洋
と
西
洋
の
祭
り
の
偶
然
的
な
接
近
が

生
み
だ
し
た
こ
の
擬
似
ク
リ
ス
マ
ス
は
、
の

ち
に
「
阿お
ら
ん
だ
蘭
陀
冬
至
」
と
呼
ば
れ
る
こ
と
と
な

る
。
江
戸
時
代
の
文
人
で
あ
る
大
田
南
畝
は

そ
の
著
『
一
話
一
言
』
に
て
、
オ
ラ
ン
ダ
商
館

に
と
っ
て
阿
蘭
陀
冬
至
こ
そ
が
最
も
大
事
な

行
事
で
あ
る
こ
と
を
強
調
し
て
い
る
。
こ
の

指
摘
に
つ
い
て
は
、
キ
リ
ス
ト
教
を
信
じ
る

オ
ラ
ン
ダ
人
が
冬
至
の
祝
い
を
重
視
す
る
と

い
う
あ
る
種
の
奇
妙
さ
を
滲
ま
せ
、
そ
の
背

後
に
隠
さ
れ
た
ク
リ
ス
マ
ス
の
存
在
を
仄
め

か
す
も
の
だ
と
捉
え
る
後
代
の
解
釈
も
あ
る
。

　

さ
て
、
阿
蘭
陀
冬
至
は
ど
の
よ
う
に
営
ま

れ
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。

　

表
向
き
は
中
国
人
の
冬
至
と
似
た
よ
う
な

も
の
で
あ
っ
た
と
い
う
。
後
年
の
資
料
『
南

蛮
長
崎
草
』
は
当
日
の
様
子
を
こ
う
伝
え
て

い
る
。
早
朝
に
は
、
出
島
屋
敷
に
出
入
り
す

る
職
人
や
植
木
屋
た
ち
が
オ
ラ
ン
ダ
船
の
模

型
を
手
に
携
え
、
行
列
を
つ
く
り
、
銅
鑼
を

盛
大
に
鳴
ら
し
な
が
ら
出
島
を
め
ぐ
り
歩
く
。

夜
に
な
る
と
、
オ
ラ
ン
ダ
人
や
オ
ラ
ン
ダ
通

詞
が
ぞ
ろ
ぞ
ろ
と
あ
つ
ま
り
饗
宴
を
ひ
ら
く
。

そ
こ
で
は
着
飾
っ
た
遊
女
が
音
楽
に
あ
わ
せ

て
蝶
の
ご
と
く
舞
い
、
宴
会
に
は
優
雅
な
雰

囲
気
が
漂
っ
て
い
た
。

　

阿
蘭
陀
冬
至
の
宴
会
は
、石
崎
融
思
の
『
長

崎
古
今
集
覧
名
勝
図
絵
』
収
載
の
「
蘭
人
会

食
之
図
」
に
描
か
れ
て
い
る
（
次
ペ
ー
ジ
図
参

照
）。
こ
れ
か
ら
食
事
が
は
じ
ま
る
と
こ
ろ
だ

ろ
う
か
。
盛
装
に
身
を
包
ん
だ
オ
ラ
ン
ダ
人

と
着
物
姿
の
遊
女
が
、
テ
ー
ブ
ル
ク
ロ
ス
が

敷
か
れ
た
大
き
な
食
卓
を
囲
み
、
開
宴
の
挨

拶
を
交
わ
し
て
い
る
。晩
餐
の
食
卓
に
は
キ
ャ

ン
ド
ル
や
カ
ト
ラ
リ
ー
、
そ
し
て
豚
の
頭
が

お
か
れ
て
い
る
。

　

こ
の
豚
の
頭
こ
そ
が
、
阿
蘭
陀
冬
至
の
宴

が
ク
リ
ス
マ
ス
の
祝
祭
で
あ
る
こ
と
を
こ
っ

そ
り
伝
え
て
い
る
。
北
欧
神
話
由
来
の
伝
統

に
は
、
果
物
を
く
わ
え
さ
せ
た
猪
の
頭
を
食

出島に蘭館、内陸に唐館が描かれている。

『長崎版画集　続々（長崎八景）』 
夏汀堂　昭和 4 <請求記号 422-116>
http://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/1688611/13

（図書館送信サービス参加館でご覧いただけます）

出島のオランダ商館
『[ 西国写生 ]』　[ 長谷川雪旦 画 ] 　[18--][ 写 ]　http://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/1287971/14
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卓
の
中
央
に
据
え
る
と
い
う
ク
リ
ス
マ
ス
の

風
習
が
あ
る
。12
世
紀
に
は
絶
滅
し
つ
つ
あ
っ

た
猪
の
代
わ
り
に
豚
が
用
い
ら
れ
る
こ
と
も

あ
っ
た
と
い
う
が
、
中
世
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各

地
へ
広
ま
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。「
蘭
人
会
食

之
図
」
の
豚
の
頭
も
果
物
ら
し
き
丸
い
も
の

を
く
わ
え
て
お
り
、
同
じ
く
ク
リ
ス
マ
ス
に

因
ん
だ
料
理
で
あ
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い

だ
ろ
う
。

　

出
島
の
ク
リ
ス
マ
ス
は
、
こ
の
よ
う
に
東

洋
と
西
洋
の
文
化
が
折
り
あ
わ
さ
っ
た
ユ

ニ
ー
ク
な
行
事
で
あ
っ
た
。
た
だ
し
、
こ
の

折
り
合
い
は
う
ち
解
け
た
融
和
の
産
物
な
ど

で
は
な
く
、
そ
の
背
後
に
は
キ
リ
ス
ト
教
の

禁
制
が
あ
り
、
重
刑
の
緊
張
が
孕
ま
れ
て
い

た
。
い
わ
ば
仮
装
の
ブ
リ
コ
ラ
ー
ジ
ュ
と
も

い
う
べ
き
阿
蘭
陀
冬
至
の
構
成
は
、
オ
ラ
ン

ダ
人
の
巧
み
な
着
想
だ
け
で
な
く
、
出
島
と

い
う
環
境
に
備
わ
る
二
面
性
、
異
文
化
と
の

ア
ン
ビ
ヴ
ァ
レ
ン
ト
な
関
係
性
に
も
そ
の
ゆ

え
ん
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
の
だ
ろ
う
。

３
．
阿
蘭
陀
冬
至
の
物
語

　

戦
前
の
大
衆
文
芸
の
振
興
を
担
っ
た
作
家
、

平
山
蘆ろ
こ
う江
の
『
長
崎
出
島
』
に
は
阿
蘭
陀
冬

至
が
取
り
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
先
祖
代
々
長

崎
に
住
ん
で
い
た
蘆
江
が
長
崎
人
の
人
情
を

投
影
し
た
と
い
う
こ
の
小
説
は
、
江
戸
時
代

後
期
、
フ
ェ
ー
ト
ン
号
事
件
で
揺
ら
ぐ
出
島

を
舞
台
に
し
た
恋
愛
物
語
で
あ
る
。
実
在
の

人
物
で
も
あ
る
オ
ラ
ン
ダ
商
館
長
「
ヅ
ー
フ
」

（
ヘ
ン
ド
リ
ッ
ク
・
ド
ゥ
ー
フ
、
１
８
０
３
年
か
ら

１
８
１
７
年
ま
で
商
館
長
を
務
め
た
）、
オ
ラ
ン

ダ
人
と
遊
女
の
あ
い
だ
に
生
ま
れ
た「
お
花
」、

生
来
長
崎
で
暮
ら
す
青
年
「
末
永
」、
丸
山
遊

女
の
「
お
よ
う
」
と
い
っ
た
登
場
人
物
が
色

鮮
や
か
な
群
像
劇
を
織
り
な
し
て
い
る
。

　
『
長
崎
出
島
』の
阿
蘭
陀
冬
至
の
場
面
で
は
、

登
場
人
物
の
何
気
な
い
会
話
の
な
か
に
―
―

明
治
生
ま
れ
の
蘆
江
に
よ
る
想
像
で
あ
ろ
う

が
―
―
阿
蘭
陀
冬
至
に
お
け
る
出
島
の
空
気

感
が
見
事
に
表
現
さ
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、

次
の
よ
う
な
場
面
に
う
か
が
え
よ
う
。

「
お
花
ち
い
も
お
よ
う
さ
ん
も
、
甲
か
ぴ
た
ん（
商
館
長
）

比
丹
に
お

祝
ひ
ば
い
ひ
ま
つ
せ
。
こ
れ
は
マ
リ
ヤ
さ
ま

の
お
祝
い
の
け
ん
、
そ
の
つ
も
り
で
ね
」

　

末
永
は
声
を
ひ
そ
め
て
云
つ
た
。

「
う
ち
は
知
つ
と
る
、
ク
リ
ス
マ
ス
と
い
ふ
と

で
せ
う
」

　

お
花
は
ち
や
ん
と
知
つ
て
ゐ
て
、
う
つ
か

「蘭人会食之図」
『長崎文献叢書 第2集 第1巻 長崎古今集覧名勝図絵』

長崎文献社 1975 <請求記号 GC274-18>
http://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/9769684/106

（図書館送信サービス参加館でご覧いただけます）

オランダ商館を描いたこの絵にも
豚の頭らしきものが描かれている。

『長崎土産』
磯野信春 著・画　大和屋由平寿櫻　弘化 4（1847）
http://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/2536303/17
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り
大
き
な
声
を
出
し
た
。

「
こ
れ
、
そ
ん
げ
ん
声
ば
出
す
と
、
磔
刑
に
な

る
ば
い
」

　

女
た
ち
は
一
寸
顔
色
を
か
へ
て
、
目
を
見

張
っ
た
。

　

ク
リ
ス
マ
ス
に
浮
か
れ
る
お
花
と
お
よ
う

は
、
そ
の
愉
し
み
が
死
罪
に
値
す
る
と
い
う

事
実
に
当
惑
し
、
言
葉
を
失
っ
て
し
ま
う
。

二
人
の
女
性
の
繊
細
な
心
情
の
変
化
の
な
か

に
、
阿
蘭
陀
冬
至
の
緊
張
感
が
う
ま
く
醸
し

だ
さ
れ
て
い
る
。

　

ま
た
阿
蘭
陀
冬
至
の
も
う
一
面
、
異
文
化

が
混
ざ
り
あ
う
さ
ま
は
、
お
よ
う
の
無
邪
気

さ
に
み
え
る
可
笑
し
み
と
と
も
に
、
こ
う
表

現
さ
れ
て
い
る
。

　

不ふ

と図
テ
レ
く
さ
い
目
を
上
へ
あ
げ
る
と
、

窓
の
か
ま
ち
に
樅
の
木
の
小
枝
が
ふ
ら
さ
が

つ
て
居
り
、
枝
に
は
足
袋
が
二
足
結
び
下
げ

て
あ
つ
た
。

「
あ
ん
げ
ん
と
こ
ろ
に
足
袋
の
ぶ
ら
さ
げ
て
あ

る
」

　

お
よ
う
が
云
つ
て
伸
び
上
つ
た
。

「
あ
れ
は
お
ら
ん
だ
冬
至
の
お
か
ざ
り
げ
な
、

い
つ
の
年
の
冬
至
で
も
、
甲
比
丹
が
あ
あ
い

ふ
風
に
し
て
置
き
な
は
つ
と
。
い
つ
も
は
、

靴
下
ば
ぶ
ら
さ
げ
る
と
ば
つ
て
ん
、
去
年
か

ら
靴
下
も
な
か
け
ん
日
本
の
足
袋
に
し
な
は

つ
た
と
で
す
。
二
つ
あ
る
け
ん
一
つ
づ
つ
分

け
ま
つ
し
よ
や
、
何
か
入
れ
て
あ
る
ぢ
や
ろ
」

　

も
ち
ろ
ん
後
世
に
よ
る
小
説
で
あ
る
以
上
、

こ
う
し
た
場
面
が
実
際
に
あ
っ
た
か
は
定
か

で
は
な
い
。
し
か
し
、『
長
崎
出
島
』
に
お
い

て
蘆
江
が
試
み
た
阿
蘭
陀
冬
至
の
再
現
は
、

フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
の
域
を
超
え
て
、
人
情
味
あ

ふ
れ
る
豊
か
な
リ
ア
リ
テ
ィ
の
獲
得
に
成
功

し
て
い
る
。「
お
ぼ
ろ
げ
な
が
ら
見
当
づ
け
ら

れ
る
」
と
蘆
江
が
い
う
よ
う
に
、
江
戸
時
代

に
ク
リ
ス
マ
ス
を
生
み
だ
し
た
出
島
、
そ
の

痕
跡
が
長
崎
に
残
っ
て
い
る
か
ら
な
の
か
も

し
れ
な
い
。

♦ 　

♦　

 

♦

　

こ
れ
ま
で
紹
介
し
て
き
た
資
料
の
多
く
は

国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

で
公
開
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
江
戸
時
代
の

オ
ラ
ン
ダ
事
情
に
つ
い
て
は
、
国
立
国
会
図

書
館
の
電
子
展
示
会
「
江
戸
時
代
の
日
蘭
交

流
」
に
お
い
て
も
様
々
な
関
連
資
料
が
公
開

さ
れ
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

参考文献
大田南畝 「一話一言補遺」『蜀山人全集 巻5』 吉川弘文館 1908 
http://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/993340

永積洋子 「出島」『世界大百科事典』  平凡社 2014

オランダ東インド会社長崎商館 編、村上直次郎訳『長崎オランダ商館の日記 第1輯』 
 岩波書店 1956 <請求記号 210.5-O764n-M>  
http://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/2992598 （※）

松浦直治 『長崎の歴史 開港四百年』長崎開港四百年記念実行委員会／長崎文献社（発売） 
1970年 <請求記号GC274-3> http://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/9769206 （※）

 永見徳太郎 『南蛮長崎草』 春陽堂 1926　http://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/1870315

（※図書館送信サービス参加館でご覧いただけます）

国立国会図書館は江戸幕府旧蔵の蘭書（オランダ語
の書籍）をはじめ、蘭学関係の資料も多数所蔵して
います。2009 年に日蘭交流 400 年を記念し公開した
電子展示会「江戸時代の日蘭交流」では、さまざま
な資料を元に、日蘭交流の歴史をご覧いただけます。

電子展示会「江戸時代の日蘭交流」が
国立国会図書館ウェブサイトでご覧いただけます。

平山蘆江『長崎出島』婦人之家社　昭和 18（表紙・裏表紙）
http://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/1133531（モノクロ画像）

https://www.ndl.go.jp/nichiran/index.html
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幕
末
期
以
降
、
い
わ
ゆ
る
「
ク
ラ
シ
ッ
ク

音
楽
」
を
中
心
と
し
た
西
洋
の
音
楽
は
、
日

本
で
も
本
格
的
に
受
容
さ
れ
、
独
自
の
発
展

を
遂
げ
て
き
た
。
本
書
は
、
明
治
学
院
大
学

図
書
館
付
属
日
本
近
代
音
楽
館
の
所
蔵
資
料

を
中
心
に
、
豊
富
な
資
料
で
そ
の
歴
史
を
辿

る
と
と
も
に
、
音
楽
を
通
し
て
近
代
日
本
の

歩
み
を
描
く
こ
と
を
も
企
図
し
た
、
意
欲
的

で
前
例
の
な
い
展
覧
会
（
２
０
１
３
年
東
京

オ
ペ
ラ
シ
テ
ィ 

ア
ー
ト
ギ
ャ
ラ
リ
ー
に
て

開
催
）
の
図
録
で
あ
る
。

　

本
書
の
メ
イ
ン
と
な
る
資
料
図
版
部
分

は
、
四
章
に
分
か
れ
る
。〈
Ⅰ
幕
末
か
ら
明

治
へ
〉
は
、
黒
船
の
楽
隊
や
讃
美
歌
と
の
接

触
に
始
ま
り
、《
君
が
代
》、
軍
楽
隊
の
組
織
、

鹿
鳴
館
で
の
音
楽
会
な
ど
で
日
本
が
近
代
国

家
の
体
裁
を
整
え
、
唱
歌
教
育
を
通
し
て
西

洋
音
楽
が
一
般
に
普
及
し
て
ゆ
く
過
程
を
追

う
。
続
く
〈
Ⅱ
大
正
モ
ダ
ニ
ズ
ム
と
音
楽
〉

で
は
、
西
洋
音
楽
は
教
育
か
ら
芸
術
、
或
い

は
娯
楽
の
領
域
へ
と
広
が
り
を
見
せ
る
。
留

学
帰
り
の
山
田
耕
筰
が
精
力
的
に
活
動
し
、

童
謡
や
音
楽
批
評
が
生
ま
れ
る
一
方
、
竹
久

夢
二
ら
が
表
紙
を
描
い
た
セ
ノ
オ
楽
譜
が
飛

ぶ
よ
う
に
売
れ
、
浅
草
オ
ペ
ラ
に
フ
ァ
ン
は

熱
狂
し
た
。〈
Ⅲ
昭
和
の
戦
争
と
音
楽
〉で
は
、

い
よ
い
よ
日
本
人
に
よ
る
器
楽
、
オ
ー
ケ
ス

ト
ラ
曲
の
作
曲
が
本
格
化
し
、
音
楽
は
ラ
ジ

オ
や
レ
コ
ー
ド
な
ど
の
媒
体
と
繋
が
り
を
深

め
る
。
し
か
し
、
や
が
て
戦
争
が
音
楽
家
を

厳
し
い
統
制
の
下
に
置
き
、
音
楽
は
「
軍
需

品
」
に
変
わ
る
。
終
章
〈
Ⅳ
「
戦
後
」
か
ら

21
世
紀
へ
〉
で
よ
う
や
く
戦
火
が
止
む
と
、

武
満
徹
ら
若
い
音
楽
家
た
ち
は
新
た
な
道
を

模
索
し
始
め
、
そ
の
動
き
は
大
阪
万
博
で
一

つ
の
集
大
成
を
迎
え
る
。
そ
し
て
今
日
、
多

く
の
日
本
人
音
楽
家
が
海
外
で
活
躍
し
、
日

本
は
西
洋
音
楽
の
拠
点
の
一
つ
と
な
っ
た
。

　

本
書
は
こ
う
し
た
歴
史
を
出
版
譜
、
楽

器
、
レ
コ
ー
ド
、 

書
簡
、
写
真
、
絵
画
な
ど

多
彩
な
資
料
の
図
版
を
巧
み
に
配
置
し
て
辿

る
が
、
中
で
も
貴
重
な
の
は
、
様
々
な
作
曲

家
の
手
稿
譜
の
図
版
だ
。
そ
こ
に
残
さ
れ
た

筆
致
は
、
時
に
作
曲
家
の
個
性
や
、
創
作
過

程
で
の
試
行
錯
誤
を
如
実
に
反
映
し
、
見
る

者
に
ま
る
で
音
楽
そ
の
も
の
を
聴
く
か
の
よ

う
な
生
々
し
い
印
象
を
与
え
る
。

　

ま
た
、
色
と
り
ど
り
の
演
奏
会
の
ポ
ス

タ
ー
や
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
目
を
引
く
。
こ
う
し

た
資
料
は
「
エ
フ
ェ
メ
ラ
」
と
呼
ば
れ
、
流

通
の
範
囲
が
限
ら
れ
る
上
に
、
一
枚
物
な
ど

簡
素
な
形
態
の
も
の
が
多
い
た
め
、
な
か
な

か
後
世
に
残
ら
な
い
。
日
本
近
代
音
楽
館
を

始
め
、
そ
れ
ら
を
丹
念
に
収
集
・
整
理
・
保

存
し
て
き
た
先
人
の
多
大
な
努
力
が
偲
ば
れ

る
。

　

図
版
の
ほ
か
、
各
所
に
挿
入
さ
れ
た
解
説

や
エ
ッ
セ
イ
も
、
読
者
の
近
代
日
本
音
楽
史

へ
の
理
解
を
促
し
て
く
れ
る
。
さ
ら
に
、
巻

末
の
詳
細
な
「
年
表
」、
主
要
誌
の
刊
行
時

期
を
示
し
た
「
日
本
の
音
楽
雑
誌
１
８
９
０

‐
２
０
１
３
」、
分
野
別
の
「
文
献
リ
ス
ト
」

は
調
べ
物
な
ど
に
も
有
用
だ
。
一
般
の
人
々

は
も
と
よ
り
、
研
究
者
や
演
奏
家
な
ど
の
専

門
家
を
も
含
め
、
音
楽
や
近
代
の
日
本
に
興

味
あ
る
人
す
べ
て
に
と
っ
て
魅
力
的
な
一
冊

で
あ
る
。

（
工
藤 

哲
朗
）

五線譜に描いた夢
150 years of modern Japanese music
日本近代音楽の150年

樋口隆一、林淑姫、岡部真一郎、天沢退二郎、
倉田喜弘、塚原康子、森本美恵子、末永理恵子 
編著 
明治学院大学　2013.10　255p　27cm
<請求記号　KD191-L8>
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N D L  T o p i c s
令
和
元
年
度
東
日
本
大
震
災
ア
ー
カ
イ
ブ
国
際
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム

「
震
災
伝
承
施
設
と
震
災
ア
ー
カ
イ
ブ
」

　

国
立
国
会
図
書
館
は
、
東
北
大
学
災
害
科
学
国
際
研
究
所
と

の
共
催
に
よ
り
、
東
日
本
大
震
災
ア
ー
カ
イ
ブ
国
際
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
を
開
催
し
ま
す
。
本
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
ハ
ワ
イ
の
太

平
洋
津
波
博
物
館
館
長
の
マ
ー
リ
ー
ン
・
ス
ー
・
ム
リ
ー
氏
を

特
別
講
演
者
に
招
き
、震
災
伝
承
施
設
の
海
外
の
事
例
と
し
て
、

同
館
の
取
組
を
紹
介
し
ま
す
。
次
に
、
国
内
各
地
の
震
災
ア
ー

カ
イ
ブ
や
震
災
伝
承
施
設
に
つ
い
て
現
状
報
告
を
行
い
、
最
後

に
、
震
災
伝
承
施
設
と
震
災
ア
ー
カ
イ
ブ
が
ど
の
よ
う
に
関
係

し
て
い
く
こ
と
で
、
互
い
の
利
活
用
の
向
上
に
つ
な
が
る
か
に

つ
い
て
議
論
し
ま
す
。

○
日
時　

　

令
和
２
年
１
月
11
日
（
土
）
13
時
～
16
時
30
分

○
会
場　

　

東
北
大
学
災
害
科
学
国
際
研
究
所 

多
目
的
ホ
ー
ル

　
（
仙
台
市
青
葉
区
荒
巻
字
青
葉
４
６
８
‐
１

　
　

仙
台
市
営
地
下
鉄
青
葉
山
駅
下
車　

南
出
口
徒
歩
5
分
）

〇
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
登
壇
者

【
特
別
講
演
】

　

マ 

ー
リ
ー
ン
・
ス
ー
・
ム
リ
ー
氏
（
ハ
ワ
イ
太
平
洋
津
波
博
物
館

館
長
）

【
報
告
①
】

　

起
田
淳
氏
（
厚
真
町
地
域
防
災
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
）

　

長 

瀧
夢
子
氏
（
厚
真
町
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
企
画
調
整
グ
ル
ー
プ

主
任
）

　

山
尾
敏
孝
氏
（
熊
本
大
学
名
誉
教
授
）

　

中
川
透
（
国
立
国
会
図
書
館
電
子
情
報
部
主
任
司
書
）

【
報
告
②
】

　

臼
澤
渉
氏
（
釜
石
市
総
務
企
画
部
総
合
政
策
課
震
災
検
証
室
長
）

　

柴
山
明
寛
氏
（
東
北
大
学
災
害
科
学
国
際
研
究
所
准
教
授
）

【
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
】

　

報
告
者
全
員

○
申
込
方
法

　
「
み
ち
の
く
震
録
伝
」（http://shinrokuden.irides.tohoku.

ac.jp

）
掲
載
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
案
内
か
ら
リ
ン
ク
し
て
い
る
「
参

加
申
込
み
フ
ォ
ー
ム
」
に
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
定
員

（
２
０
０
名
）
に
達
し
た
時
点
で
受
付
を
終
了
し
ま
す
。

○
問
合
せ
先　
　

　

東
北
大
学
災
害
科
学
国
際
研
究
所 

情
報
管
理
・
社
会
連
携
部
門　
　

災
害
ア
ー
カ
イ
ブ
研
究
分
野

　

電
話　

０
２
２
（
７
５
２
）
２
０
９
９

　

電
子
メ
ー
ル　

archiveforum
@

irides.tohoku.ac.jp

※
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、「
み
ち
の
く
震
録
伝
」
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

新
刊
案
内

平
成
30
年
度
国
際
政
策
セ
ミ
ナ
ー
報
告
書

「
ア
メ
リ
カ
の
外
交
政
策
と
日
本
」

戦 
略
は
変
容
し
た
の
か
？
―
ト
ラ
ン
プ
政
権
と
「
イ
ン
ド
太
平
洋
」

に
お
け
る
ア
メ
リ
カ
の
外
交
政
策
―

二
元
的
大
統
領
制
と
ト
ラ
ン
プ
外
交

ト
ラ
ン
プ
外
交
：
内
政
か
ら
の
視
点

レ
フ
ァ
レ
ン
ス　

８
２
５
号　

政
策
効
果
の
定
量
的
把
握

英 

国
の
レ
フ
ァ
レ
ン
ダ
ム
法
制
―
憲
法
改
革
と
国
民
投
票
制
度
の
諸

相
―

カ 

ナ
ダ
に
お
け
る
メ
ン
タ
ル
へ
ル
ス
問
題
―
連
邦
議
会
及
び
政
府
の

取
組
―

都
市
鉄
道
の
混
雑
問
題
―
東
京
圏
に
お
け
る
現
状
と
対
策
―

就
職
氷
河
期
世
代
へ
の
支
援
の
現
状
と
課
題

入
手
の
お
問
い
合
わ
せ

　

日
本
図
書
館
協
会

　

〒
１
０
４
‐
０
０
３
３　

東
京
都
中
央
区
新
川
１
‐
11
‐
14

　

電
話　

０
３
（
３
５
２
３
）
０
８
１
２

お
も
な
人
事

〈
異
動
〉
※(　

)

内
は
前
職

令
和
元
年
10
月
１
日
付
け

主
幹　

調
査
及
び
立
法
考
査
局
文
教
科
学
技
術
調
査
室
付

（
主
幹　

調
査
及
び
立
法
考
査
局
総
合
調
査
室
付
）　
　
　

 

相
原　

信
也

主
幹　

調
査
及
び
立
法
考
査
局
総
合
調
査
室
付
（
総
務
部
副
部
長
）

藤
本　

和
彦

A4 126頁 月刊 1,000円（税別）　
発売　日本図書館協会

A4  69頁  不定期刊
ISBN 978-4-87582-843-3
以下のURLからPDFファイル
をご覧いただけます。
http://dl.ndl.go.jp/
view/download/
digidepo_11362827_
po_201902.pdf?contentNo=1

http://shinrokuden.irides.tohoku.ac.jp
http://shinrokuden.irides.tohoku.ac.jp
http://dl.ndl.go.jp/view/download/digidepo_11362827_po_201902.pdf?contentNo=1
http://dl.ndl.go.jp/view/download/digidepo_11362827_po_201902.pdf?contentNo=1
http://dl.ndl.go.jp/view/download/digidepo_11362827_po_201902.pdf?contentNo=1
http://dl.ndl.go.jp/view/download/digidepo_11362827_po_201902.pdf?contentNo=1
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第
11
回
科
学
技
術
情
報
整
備
審
議
会

　

９
月
26
日
、
東
京
本
館
に
お
い
て
、
第
11
回
科
学
技
術
情
報

整
備
審
議
会
が
開
催
さ
れ
、
審
議
会
委
員
・
専
門
委
員
10
名
の

ほ
か
、
館
長
、
副
館
長
、
幹
事
等
職
員
16
名
が
出
席
し
ま
し
た
。

当
館
か
ら
第
四
期
国
立
国
会
図
書
館
科
学
技
術
情
報
整
備
基
本

計
画
の
進
捗
状
況
の
ほ
か
、
ジ
ャ
パ
ン
サ
ー
チ
、
次
世
代
デ
ジ

タ
ル
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
の
状
況
に
つ
い
て
報
告
し
ま
し
た
。
そ
の

後
の
質
疑
で
は
、
デ
ジ
タ
ル
化
資
料
の
利
活
用
、
オ
ン
ラ
イ
ン

資
料
の
収
集
の
必
要
性
、
メ
タ
デ
ー
タ
整
備
の
重
要
性
、
ジ
ャ

パ
ン
サ
ー
チ
の
連
携
対
象
等
に
つ
い
て
、
委
員
か
ら
意
見
が
述

べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
第
五
期
国
立
国
会
図
書
館
科
学
技
術
情
報
整
備
基
本

計
画
の
策
定
に
向
け
て
、
基
本
方
針
検
討
部
会
を
設
置
す
る
こ

と
が
、
審
議
の
上
、
決
定
さ
れ
ま
し
た
。
西
尾
委
員
長
か
ら
竹

内
委
員
長
代
理
が
部
会
長
に
、
佐
藤
委
員
、
生
貝
専
門
委
員
及

び
北
本
専
門
委
員
が
部
会
員
に
指
名
さ
れ
ま
し
た
。

科
学
技
術
情
報
整
備
審
議
会
委
員
名
簿

（
五
十
音
順　

敬
称
略
）（
令
和
元
年
９
月
26
日
現
在
）

委
員
長

　

西
尾　

章
治
郎　

大
阪
大
学
総
長

委
員
長
代
理

　

竹
内　

比
呂
也　

千
葉
大
学
副
学
長

委
員

　

石
田　

徹　
　
　

日
本
商
工
会
議
所
専
務
理
事

　

喜
連
川　

優　
　

情 

報
・
シ
ス
テ
ム
研
究
機
構
国
立
情
報
学
研
究
所

　
　
　
　
　
　
　
　

長
／
東
京
大
学
生
産
技
術
研
究
所
教
授

　

ロ
バ
ー
ト 

キ
ャ
ン
ベ
ル　

　
　
　
　
　
　
　
　

人
間
文
化
研
究
機
構
国
文
学
研
究
資
料
館
長

　

児
玉　

敏
雄　
　

日
本
原
子
力
研
究
開
発
機
構
理
事
長

　

佐
藤　

義
則　
　

東
北
学
院
大
学
文
学
部
教
授

　

戸
山　

芳
昭　
　

国
際
医
学
情
報
セ
ン
タ
ー
理
事
長

　

濵
口　

道
成　
　

科
学
技
術
振
興
機
構
理
事
長

　

藤
垣　

裕
子　
　

東
京
大
学
大
学
院
総
合
文
化
研
究
科
・
教
養
学
部

　
　
　
　
　
　
　
　

教
授

　

増
子　

宏　
　
　

文 

部
科
学
省
大
臣
官
房
審
議
官
（
研
究
振
興
局
及

　
　
　
　
　
　
　
　

び
高
等
教
育
政
策
連
携
担
当
）

　

村
山　

泰
啓　
　

情 

報
通
信
研
究
機
構
戦
略
的
プ
ロ
グ
ラ
ム
オ
フ
ィ

　
　
　
　
　
　
　
　

ス
研
究
統
括

専
門
委
員

　

生
貝　

直
人　
　

東
洋
大
学
経
済
学
部
准
教
授

　

北
本　

朝
展　
　

国
立
情
報
学
研
究
所
准
教
授

訂
正

本
誌
で
次
の
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。

　

６
９
９
／
７
０
０
（
２
０
１
９
年
７
／
８
月
）
号
「『
国
立
国
会
図
書
館

月
報
』
７
０
０
号
の
あ
ゆ
み
」

　

19 

ペ
ー
ジ　
「
誌
面
の
変
化
」
に
お
け
る
は
じ
め
て
の
カ
ラ
ー
ペ
ー
ジ
に

つ
い
て

　
（ 

誤
）
国
際
子
ど
も
図
書
館
の
開
館
を
報
告
す
る
記
事
で
し
た
。（
平
成
12

（
２
０
０
０
）
年
６
月
号
）

　
（ 

正
）
写
真
で
国
立
国
会
図
書
館
の
50
年
を
振
り
返
る
記
事
で
し
た
。（
平

成
10
（
１
９
９
８
）
年
７
月
号
）

お
詫
び
し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。

審議会に関する情報は、国立国会図書館ホームページ>
事業紹介>科学技術情報整備>科学技術情報整備審議会

（https://www.ndl.go.jp/jp/collect/tech/council/index.html）
に掲載しています。

＃15　関西館 閲覧室入口  photo by Mizuho

https://www.ndl.go.jp/jp/collect/tech/council/index.html
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数字で見る国立国会図書館 ： 『国立国会図書館年報 平成29年度』から 1 21-24

第84回IFLA年次大会 2 4-11

第12回APLAP大会 2 18-21

デジタルライブラリーカフェ「今年も」開店中 2 24-25

開館70周年記念展示講演会 3 4-12

　一冊の中には小宇宙：江戸時代のスクラップブックを開く （ロバート キャンベル） 3 4-7

　本でまなぶこと　街が教えてくれること （井上 章一） 3 8-12

クラップさんの思い出：レベッカ・ロウさんインタビュー 3 18-19

憲政資料のデジタル化：伊藤博文関係文書・勝海舟関係文書のデジタル画像を公開し
ました

4 4-17

　「伊藤博文関係文書」のデジタル化に寄せて：『伊藤博文秘録』講読のころ 
（瀧井 一博）

4 5-9

　伊藤博文関係文書の世界 4 10-15

　勝海舟の旧蔵資料紹介：新規公開のデジタル画像から 4 16-17

子どもと本をつなぐ大人のために：国際子ども図書館児童文学連続講座 4 24-29

乱歩と活動写真：リサーチの場としての帝国図書館 （藤元 直樹） 6 18-21

ミニ電子展示「本の万華鏡」第26回　恋の技法：恋文の世界 6 23-28

第54回貴重書等指定委員会報告：新たな貴重書のご紹介 7/8 5-13

『国立国会図書館月報』700号のあゆみ 7/8 14-24

講演会「私が子ども時代に出会った本」：角野栄子 9/10 5-10

ある人が国立国会図書館のインターネットサービスで調べてみた① 9/10 16-19

憲政資料室の新規公開資料から 11 6-13

展示会「絵本に見るアートの100年―ダダからニュー・ペインティングまで」 11 15-20

出島のクリスマス (亀澤 明彦) 12 17-21

一般記事

年間索引
国立国会図書館月報

憲政資料室の新規公開資料から 11 6-13

凡例

記事タイトル 掲載号（月） 掲載ページ数
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（第18回）物語と法 （井田 敦彦） 1 8-12

（第19回）机の上の戦争：近代日本の「ウォーゲーム」 （宇野 亮一） 2 12-17

（第20回）地図から消えた庭：小沢文庫から （里見 航） 3 20-27

（第21回）鉄のカーテンの隙間から：戦後のソ連関係資料あれこれ （冨田 穰治） 11 22-31

『エッフェル塔三十六景』より：日本美術に魅せられた芸術家たち （本間 渚沙） 1 3-7

「享保名物帳」：伝えられてきた“名物”刀剣 （町屋 大地） 2 1-3

優美な黒蝶、謎のサソリ：『昆蟲圖譜』から （小針 泰介） 3 1-3

Alice's adventures in Wonderland：アリスという愛らしい少女像のはじまり 

（藤﨑 理恵子）
4 1-3

『甘藷百珍』：江戸時代のサツマイモ料理 （永村 恭代） 5 1-4

アンリ・コルディエ『中国書誌』：欧米における中国研究500年のパノラマ （鴇田 潤） 6 1-4

本の疎開：8月15日を越えて （齋藤 ひさ子） 7/8 1-4

Quiz：なるほど！ ザ・ジャパン （西川 久司） 9/10 1-4

商業に於てハ決して政府の威権を假（か）るへきものにあらす （大森 健吾） 11 1-5

『奈留美加多』：古(いにしえ)のデザインに学ぶ （藤田 千紘） 12 1-5

（第1回）西園寺公望と写真 （葦名 ふみ） 5 5-14

（第2回）名士の顔をめぐって：印刷前夜の肖像写真 （葦名 ふみ） 12 6-15

資料の世界の歩き方
写真を読む

今月の一冊

本の森を歩く

ミュンヘン国際児童図書館 （中野 怜奈） 1 13-18

東海岸三都物語（ボストン・ニューヨーク・ワシントンD.C.） 
（浅井 一男・松田 恵里・藤田 壮介）

6 5-17

タンザニアの図書館 （宇野 亮一） 9/10 21-27

世界図書館紀行

宮城県図書館 （郷田 亜弥） 9/10 11-15日本図書館紀行
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「本屋にない本」に囲まれて 1 19

ホームページの「顔」 2 22

たくさんの声を聞きながら 3 28

ルール作りの現場から 4 18

「児童書研究資料室」はこわくない 5 24

システムから来館利用サービスを支えます 6 22

あなたのもとにお届けします 7/8 25

施設のことなら、なんなりと 9/10 20

何も起きないことが一番です 11 14

調査及び立法考査局職員のための夏期集中講義！ 12 16

コミックマーケット40周年史：40th Comic Market chronicle （八尾 典明） 1 20

石田英吉年譜：勤王の志士から明治政府の官僚へ （眞子 ゆかり） 2 23

ガチャガチャ大研究：パカッとあけたら「あら、不思議！」 （小竹 毅郎） 3 29

宝塚歌劇100年展：夢、かがやきつづけて （青木 ふみ） 4 30

世界の軌跡を未来の英知に：Finding wisdom for the future in the tracks of 
the past （吉井 伶奈）

5 25

京のかたな：Swords of Kyoto　匠のわざと雅のこころ　特別展 （髙橋 玲奈） 6 29

アルド・マヌーツィオとルネサンス文芸復興 （御幡 真人） 7/8 26

盲導犬と歩く：Walking with guide dogs （倉谷 麻耶） 9/10 28

The history of Nifty：our network culture　ニフティ30年史記念冊子 （千歳 誠之） 11 21

五線譜に描いた夢：150 years of modern Japanese music　日本近代音楽の150 年
（工藤 哲朗）

12 22

（最終回）日本から世界へ：データの相互運用性 4 19-23

館内スコープ

本屋にない本

What’s 書誌調整 ふたたび

戦前の全集月報附録類 （鈴木 宏宗） 5 15-23国立国会図書館にない本

（第1回）クラップ・コレクション （小林 昌樹） 3 13-17あの人の蔵書



国立国会図書館月報 704号 2019.12 28

704 号　2019 年 12 月

国
立

国
会

図
書
館　

月
報

資料の世界の歩き方 写真を読む　第 2 回

名士の顔をめぐって―印刷前夜の肖像写真―

出島のクリスマス

National
D i e t
L i b r a r y
Monthly
B u l l e t i n
2 0 1 9 . 1 2

■表1_cs6.indd   1 2019/11/05   14:44:14

バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
は

Ｐ
Ｄ
Ｆ
で
も
よ
め
ま
す

https://www.ndl.go.jp/jp/publication/geppo/

冊子版のご購入については、公益社団法人 日本図書館協会へお問い合わせください。バックナンバーも取り扱っています。
〒104-0033　東京都中央区新川1-11-14　電話　03（3523）0812（販売）

https://www.ndl.go.jp/jp/publication/geppo/


            

本誌に掲載した論文等のうち意見にわたる部分は、それぞれ筆者の個人的見解であることをお断りいたします。
本誌に掲載された記事を全文または長文にわたり抜粋して転載される場合には、事前に当館総務部総務課にご連絡ください。
本誌 517 号以降、PDF 版を当館ホームページ（https://www.ndl.go.jp/）＞刊行物＞国立国会図書館月報でご覧いただけます。

発 行 所

〒 100 -8924

国 立 国 会 図 書 館

東 京 都 千 代 田 区 永 田 町 1-10-1
電  話  03 （3581） 2331 （代表）
F A X    03 （3597） 5617
E-mail    geppo@ndl.go.jp
https://www.ndl.go.jp/

編 集
責 任 者 三 浦 　 良 文

12

令和元年 12 月号 （No.704）
令和元年 12 月 1 日発行

National
D i e t
L i b r a r y
Monthly
B u l l e t i n
2 0 1 9 . 1 2

01	 <Book	of	the	month	-	from	NDL	collections>
	 Narumikata―The	beauty	of	ancient	design
	
06	 Browsing	library	materials—deciphering	photographs	(2)
	 Faces	of	the	Famous―Portraiture	of	celebrities	prior	to	halftone	printing

17	 Christmas	in	Deshima
	

16	 <Tidbits	of	information	on	NDL>
	 Summer	course	for	researchers	of	the	Research	and	Legislative	Reference	Bureau	

22	 <Books	not	commercially	available>
	 Gosen	fu	ni	egaita	yume:	150	Years	Of	Modern	Japanese	Music		

23	 <NDL	Topics>

25	 Annual	index	to	the	National	Diet	Library	Monthly	Bulletin,	Nos.	693–704

Contents

no.704

December
2019

国立国会図書館月報

印 刷 所 株 式 会 社　 丸 井 工 文 社

https://www.ndl.go.jp/
https://www.ndl.go.jp/


National
D i e t
L i b r a r y
Monthly
B u l l e t i n
2 0 1 9 . 1 2

ISSN　0027-9153


	表紙
	目次
	『奈留美加多』　―古のデザインに学ぶ　今月の一冊　国立国会図書館の蔵書から
	資料の世界の歩き方　写真を読む　第２回　名士の顔をめぐって　―印刷前夜の肖像写真―
	館内スコープ　調査及び立法考査局職員のための夏期集中講義！
	出島のクリスマス
	本屋にない本　『五線譜に描いた夢』
	NDL Topics
	令和元年度東日本大震災アーカイブ国際シンポジウム　「震災伝承施設と震災アーカイブ」
	新刊案内
	おもな人事
	第11回科学技術情報整備審議会
	年間索引
	英文目次
	裏表紙

